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全国準優勝 初の快挙
第23回全国女性消防操法大会 準優勝
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戸沢村女性消
防隊

第23回全国女
性消防操法大

会　準優勝
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秋
田
県
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
「
第
23
回
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
に
お
い
て
、
戸
沢

村
女
性
消
防
隊
は
、
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
全
国
47
都
道
府
県
の
代
表
ら
が
、
消
防
操

法
を
披
露
し
、
操
作
の
正
確
性
や
タ
イ
ム
な

ど
を
競
い
合
う
中
、
７
番
目
に
登
場
し
た
戸

沢
村
女
性
消
防
隊
は
、
素
早
く
、
正
確
な
動

作
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。
約
1
分
間
の
操
法

を
終
え
た
隊
員
の
表
情
は
、
達
成
感
で
満
ち

て
い
た
。
操
法
の
動
作
は
ス
ム
ー
ズ
で
、
タ

イ
ム
も
上
々
。
あ
と
は
、
審
査
結
果
を
待
つ

だ
け
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
結
果
発
表
の
瞬
間
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
」

　

準
優
勝
を
果
た
す
ま
で
の
約
二
年
間
、
支
え
て
く

れ
た
家
族
、
職
場
、
そ
し
て
、
我
慢
強
く
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
西
支
署
員
、
消
防
団
幹
部
、
村
内
外
か

ら
駆
け
つ
け
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
の
イ
ロ
ハ
も
わ
か
ら
ず
訓
練
に
臨
み
、
本
格

的
に
操
法
の
訓
練
に
入
っ
た
今
年
は
、
で
き
な
い
自 　

前
回
の
優
勝
得
点
を
上
回
る
得
点
を
告
げ

る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
、
隊
員
の
喜
び

が
爆
発
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
成
果
が

報
わ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
指
揮
者
の
髙
橋
裕

美
さ
ん
（
神
田
）
は
「
あ
ま
り
気
負
わ
ず
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
訓
練
を
信

じ
て
や
っ
た
結
果
で
す
」
と
喜
び
の
笑
み
を

浮
か
べ
た
。

　
終
盤
に
き
て
、
他
チ
ー
ム
に
優
勝
を
阻
ま

れ
は
し
た
が
、
戸
沢
村
女
性
消
防
隊
全
員
で

掴
ん
だ
準
優
勝
。
栄
冠
を
手
に
し
た
、
彼
女

た
ち
の
笑
顔
は
、
青
春
を
謳
歌
す
る
少
女
の

よ
う
に
い
つ
ま
で
も
輝
い
て
い
た
。

分
に
涙
を
流
す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
応

援
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
後
押
し
し
、
息
ぴ
っ
た
り
の

操
法
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
自
分
達
だ
け
で
は
叶
わ

な
い
結
果
で
す
。

　

私
た
ち
女
性
消
防
隊
は
、
こ
の
「
感
謝
」
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

み
ん
な
で
掴
ん
だ
栄
冠

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
、
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た

女性消防隊隊長
　　阿部　幸美

▲操法に取り掛かる隊員

▲操法を終え、安堵の表情
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

約
2
年
間
の
訓
練
ス
タ
ー
ト

　
平
成
28
年
1
月
21
日
午
後
7
時
。

　

肌
を
刺
す
よ
う
な
寒
さ
と
夜
の
静
け
さ
の
中
、

戸
沢
村
女
性
消
防
隊
の
操
法
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

操
法
経
験
の
一
切
な
か
っ
た
隊
員
ら
は
、
消
防

操
法
を
学
ぶ
た
め
、
西
支
署
職
員
を
招
い
て
の

勉
強
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
こ
こ
か
ら
約
2
年
間

に
渡
る
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

基
本
と
な
る
操
法
の
所
作

　
「
気
を
つ
け
！
整
列
休
め
！
右
へ
な
ら
え
！
」

―
。

　

訓
練
を
行
う
室
内
に
隊
員
の
声
が
響
く
。
基

本
と
な
る
所
作
の
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

　

簡
単
な
こ
と
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

気
を
つ
け
の
姿
勢
、
足
の
開
き
方
な
ど
基
本
の

所
作
を
ピ
タ
ッ
と
揃
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
何

百
回
、
何
千
回
と
繰
り
返
し
、
動
き
を
体
に
叩

き
込
ん
だ
。
隊
員
ら
は
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
基
礎
訓
練
を
経
て
、
日
々
基
本
の
所
作
を
磨

い
た
の
だ
っ
た
。

質
の
高
い
操
法
へ

　

い
よ
い
よ
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
訓
練
も
始
ま
り
、

日
々
の
訓
練
に
も
熱
が
入
る
。
隊
員
一
人
に
何

人
も
の
指
導
者
が
つ
き
、
動
作
を
確
認
す
る
。

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
徐
々
に
形
に
な
っ
て
き
た
。

　

隊
員
ら
は
、
さ
ら
に
質
の
高
い
消
防
操
法
と

す
べ
く
、
全
国
女
性
操
法
大
会
に
出
場
経
験
の

あ
る
、
最
上
町
と
大
石
田
町
の
女
性
消
防
隊
を

訪
ね
た
。

「
吸
管
や
ホ
ー
ス
の
持
ち
方
を
変
え
た
ほ
う
が

よ
い
」

「
ホ
ー
ス
の
構
え
方
を
変
え
た
方
が
よ
い
」

　

合
同
訓
練
の
中
で
、
先
輩
消
防
隊
員
か
ら
多

く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。「
質
の
高
い

操
法
」
を
目
指
し
、
隊
員
の
訓
練
は
益
々
熱
を

帯
び
て
い
く
。

大
き
な
壁

　

大
会
1
ヶ
月
前
、
厳
し
い
残
暑
の
中
で
も
訓

練
を
続
け
る
隊
員
た
ち
。

　

順
調
と
思
わ
れ
た
訓
練
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で

大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
。

―
タ
イ
ム
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
動
作

　
に
精
細
さ
が
な
く
な
っ
た
の
だ
―

　

動
作
の
正
確
性
と
速
さ
が
求
め
ら
れ
る
操
法

に
お
い
て
、
致
命
的
な
問
題
だ
っ
た
。
隊
員
ら

は
何
度
も
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
、
細
か
い
動
き
を

確
認
し
た
。

「
動
作
の
正
確
さ
と
速
さ
を
両
立
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」
な
か
な
か
う
ま
く

で
き
な
い
自
分
に
悔
し
く
て
涙
を
流
す
日
々
が

続
く
。

目
指
す
ゴ
ー
ル
は
一
つ

　

練
習
時
間
が
足
り
な
い
と
感
じ
た
隊
員
ら
は
、

自
ら
支
署
前
に
集
合
し
、
訓
練
を
続
け
る
。
膝

や
足
首
を
痛
め
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
訓
練
に

耐
え
て
き
た
隊
員
の
体
は
限
界
に
近
づ
い
て
い

た
。
そ
れ
で
も
隊
員
ら
は
、
お
互
い
に
励
ま
し

あ
い
、
己
を
奮
い
立
た
せ
る
。

「
全
国
大
会
入
賞
」

　

全
員
が
同
じ
目
標
を
見
つ
め
、
大
会
に
向
け

気
持
ち
を
一
つ
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
後
に
、
戸
沢
村
女
性
消
防
隊
は
、

全
国
大
会
の
地
で
旋
風
を
巻
き
起
こ
す
の
だ
っ

た
。
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今
ま
で
の
訓
練
が
脳
裏
を
走
り
、
嬉
し
さ
と
達
成
感
で
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
最
高
の
輝
き
と
最
大

の
感
動
」
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
チ
ー
ム
戸
沢
に
感
謝
！

　
楽
し
ん
で
や
れ
た
こ
と
の
結
果
。
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た

勝
利
で
す
。
支
え
て
き
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
に
サ
ポ
ー
ト
頂
き
、
大
会
で
は
最
高
の
操

法
が
で
き
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
人
と
人
、
心
と
心
が
つ
な
ぐ
夢
、
汗
と
涙
と
、
感
謝
の
栄

冠
！
戸
沢
村
最
高
、
こ
こ
に
生
ま
れ
て
み
ん
な
に
出
会
え
て

幸
せ
で
す
！

　戸沢村では、女性消防隊員を募集しています。現在、女性消防隊
員数は21名です。地域内の各家庭を回っての防火啓発活動や幼児・
児童向けの防災教育など消防団の様々な行事・活動に参加していた
だきます。
入団資格　●戸沢村に住んでいるまたは勤務していること
　　　　　●満18歳以上であること
　　　　　●消防・防災活動への熱意のある方
問合せ先　戸沢村役場危機対策課防災保護係　☎72-2152

　

こ
の
度
は
、
皆
様
の
応
援
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
戸
沢
村
女
性
消
防
隊
が
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
に
お
い
て
、
準
優
勝
と
い
う

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
成
績
は
、
隊
員
の
訓
練
と
ご
家
族
・

職
場
の
協
力
、
消
防
署
西
支
署
職
員
の
指
導

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
残
せ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
成
し
え
な
か
っ
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
戸
沢
村
消
防
団
は
村
内
の
消
防
防

災
活
動
に
つ
い
て
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
か
ら
も
今
後
と
も

変
わ
ら
ず
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸沢村女性消防隊に入りませんか？

全国大会準優勝を記念して

指揮者
高橋裕美（神田）

戸沢村消防団長
伊藤　一

Interview

2番員
星川麻奈美（松坂）

1番員
荒川理佳（名高）

3番員
安食江里（古口）

4番員
阿部　香（沢内）

補助員
安食仁美（岩花）

　
た
く
さ
ん
の
訓
練
を
重
ね
た
結
果
が
、
今
回
の
準
優
勝
と

い
う
結
果
と
な
り
ご
指
導
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
大
会
で
の
操
法
。
一
生

忘
れ
ま
せ
ん
。
関
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



地方交付税
2,184,874千円
地方交付税

2,184,874千円

村債
934,600千円

村債
934,600千円

国庫支出金
508,166千円
国庫支出金
508,166千円

繰越金
365,512千円
繰越金

365,512千円

村税
350,376千円

県支出金
208,239千円

繰入金 85,939千円 その他 251,960千円

その他 106,050千円

総務費
856,907千円
総務費

856,907千円

民生費
994,484千円
民生費

994,484千円

教育費
1,029,227千円

教育費
1,029,227千円

土木費
458,615千円
土木費

458,615千円

農林水産費
398,604千円
農林水産費
398,604千円

公債費
307,534千円
公債費

307,534千円

衛生費
272,004千円

消防費 154,316千円

歳入
48億8,967万円

歳出
45億7,774万円

一般会計
　平成28年度の歳入歳出決算が、村議会9月定例会において承認されました。村民の
皆さんに収めていただいた税金や地方交付税など村に入ってきたお金（歳入）とそれ
がどのように使用されたか（歳出）についてお知らせします。

　

村
の
歳
入
は
、
対
前
年
度
比
４
億
６
，
０
１
８
万
円
増
額
の
４
８
億
８
，

９
６
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
は
、
対
前
年
度
比
１
，
２
７
７
万
円
の
増
と
な
り
、
ま
た
、
村
の

主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
比
７
３
７
万
円
の
減
で

２
１
億
８
，
４
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
債
の
発
行
は
、
統
合
保
育

所
・
新
戸
沢
小
学
校
建
設
事
業
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
４
億
７
１
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
５
億
１
，
３
７
６
万
円
増
額
の
４
５
億
７
，

７
７
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
中
で
、
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る
教
育
費
は
、
新
戸
沢
小
学

校
の
建
設
事
業
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
４
億
８
７
８
万
円
増
の
１
０
億
２
，

９
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
債
費
は
、
２
，
０
３
７
万
円
増

の
３
億
７
５
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成28年度の戸沢村決算額を報告します
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平成28年度の主な事業
　平成28年度に行われた戸沢村の事業に関して、どのようなものがあり、どれくらいのお金が使われたのかを
紹介します。
○いきいき百年の里・やまなみロード線運行委託事業	 14,516,805円
　（ワンコイン村営路線バス。利用者数9,836名）
○寝たきり老人介護者激励金支給事業	 1,240,000円
　（31名の介護者への介護に係る経済的支援）
○放課後児童クラブ運営事業	 5,093,153円
　（44名が登録し利用）
○保育所建設事業	 233,468,224円
　（統合保育所建設）
○戦略的園芸産地拡大支援事業	 1,668,000円
　（ミニトマト・りんどう栽培への補助）
○プレミアム付き商品券発行事業	 4,491,000円
　（期間限定の20％付き商品券を総額2,400万円分販売）
○戸沢小学校改築工事	 658,380,788円
　（戸沢小学校改築工事を実施・完了）
○観光振興委託事業	  1,650,000円
　（滞在型観光の推進と誘客拡大を図るための取組を実施）
○環境整備事業	 2,430,000円
　（若者センター駐車場の舗装修理工事等を実施）

•実質収支比率
　　財政状況を標準財政規模との比較で表したもの
•経常収支比率
　　財政の硬直度、弾力性を示したもの
•財政力指数
　　財政上の能力を示す指数
•実質公債費比率
　　標準的な財政規模に占める借金返済額の割合を

表した財政の健全度を示す指標

区分 平成28年度 平成27年度 平成26年度

実 質 収 支
比　　　率 12.4% 12.5% 8.8%

経 常 収 支
比　　　率 81.1% 80.0% 81.0%

財政力指数 0.16 0.15 0.14

実質公債費
比　　　率 6.4% 6.8% 4.7%

財政分析指標の推移
　用語紹介

特別会計決算 【歳入】1,315,409千円  　【歳出】1,262,309千円 

特別会計
　特別会計は、下水道や国民健康保険など、特定の収入をもって特定の支出に充てる
ためのもので、一般会計と区別する必要がある会計のことをいいます。

（単位 : 千円）
区　分 へき地診療所 国民健康保険 後期高齢者医療 簡易水道事業 公共下水道事業 農業集落排水事業 介護保険
歳　入 87,869 34,162 45,856 238,630 96,462 136,726 675,704
歳　出 76,323 33,345 44,795 229,946 93,057 130,842 654,001

● 7●
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　９月21日（木）～ 30日（土）までの10日間、秋の交通
安全県民運動が開催されました。
　期間中の22日（金）に、古口・津谷駐在所の警察官や
村交通安全対策推進協議会の委員らが街頭指導を行い、行
き交うクルマや歩行者に交通安全を呼び掛けました。
　夕暮れが早まってきましたので、歩行者の皆さんは反射
材の着用を心掛けていただきたいと思います。

　９月30日（土）、舟形町において、婦人会会員による視
察研修会が行われ、戸沢村婦人会から13名が参加しました。
　当日は、猿羽根山地蔵堂の参拝から始まり、縄文の女神
のレプリカが保存されている歴史民俗資料館の見学、花ア
ート体験などを行いました。
　参加者からは「今年度も参加してよかった。来年はどん
なことをするのか楽しみだ」と来年の研修会の開催を期待
する声があがっていました。

交通安全協会が街頭指導

　９月23日（土）、村内各所にて、若妻会会員による視察
研修会が行われました。当日は12名の親子が参加し、戸
沢村を巡りました。最上川舟下りから始まり、源氏楯・幻
想の森の散策と戸沢村の自然を満喫し、様々な体験をしま
した。
　参加者からは「戸沢村に長年住んでいたけれど、行った
ことがない所がたくさんある」、「戸沢村の新たな魅力を発
見することができた」といった声があがっていました。

連合若妻会視察研修 〜戸沢村を知ろう！〜

　10月２日（月）、戸沢村役場にて、「戸沢村教育委員」の
辞令交付式が行われ、加藤久和さん（野口）に、戸沢村
教育委員会より辞令が交付されました。残任期間は、平成
30年９月30日までとなります。戸沢村の教育行政のより
一層の発展のため、ご尽力くださることをご期待します。

戸沢村教育委員会
　教育委員長　齋藤　光矢
　教　育　長　小野　和夫
　教 育 委 員　荒川香菜子・山田　愼一・加藤　久和

新教育委員に加藤久和氏

連合婦人会視察研修 〜舟形町視察研修会〜
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　10月７日（土）、旧戸沢小学校にて、「新体力テスト」
が行われました。このテストは、20歳から79歳までそれ
ぞれの年代で行われ、今回は65歳～ 79歳までの方を対象
とし、村内の老人クラブから協力いただき、49人が参加
しました。
　調査項目は、「握力」、「上体起こし」、「長座体前屈」、「開
眼片足立ち」、「10m障害物歩行」、「６分間歩行」の６項目。
調査に先立って、日常生活活動、健康状態の聞取りも行い
ました。その新体力テストの結果については、来月の広報
に掲載します。

　10月17日（火）、戸沢小学校5年生36名が、稲刈り体験
を行いました。
　当日は、田んぼの所有者である安食哲弥さん（岩花）や
多くの農家の方に「鎌の使い方」や「稲の結び方」などを
指導してもらいました。児童らは、春に田植えをした稲を
収穫するとあって、立派に実った稲に興奮気味の様子でし
たが、一つひとつ丁寧に稲を収穫しました。
　11月には、この度収穫したお米を使った収穫祭が予定
されています。

　10月４日（土）、中央公民館にて、古口保育所大運動会
が開催されました。
　当日は、約20名の園児が参加し、かけっこやダンスな
ど様々な競技に挑戦しました。親子で一緒にゴールを目指
す親子競技では、パパやママに甘えながらも、一生懸命ゴ
ール目指して競技していました。
　来年度は、保育所の統合が決まっており、古口保育所の
運動会は最後となりました。

　10月14日(土)、中央公民館にて、戸沢村共育の日を記
念した第18回青少年健全育成村民フォーラムが開催され、
小学５・６年生をはじめ保護者や地域の方など、約200名
が参加しました。
　いじめ防止標語の表彰や合唱、おはなしサークル「くれ
よん」さんによる大型紙芝居など多くの企画が行われました。
　また、体験型ワークショップとして、「ピザ」づくりや

「幻想の森ツアー」など様々な活動も行われ、参加者は有
意義な時間を過ごしていました。

古口保育所運動会

村民フォーラム開催！

運動能力をはかる「新体力テスト」

昔ながらの稲刈り体験
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現
在
、
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に

て
、
保
・
小
・
中
学
校
、
健
康
福

祉
課
、
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
く
れ

よ
ん
、
中
央
公
民
館
図
書
室
が
連

携
企
画
し
た
、
読
書
活
動
の
紹
介

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
室
で
は
「
ぶ
っ
く

ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
」
の
開
催
、「
山

形
県
立
図
書
館
大

賞
」
の
受
賞
作
品

の
展
示
を
行
い
ま

す
。

　テ
ー
マ
「
本
の
祭
典
だ
け
ど
、
本
だ
け

　
　
　
　
じ
ゃ
な
い
！
」

開
催
日
　
十
一
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
　
　
勤
労
感
謝
の
日

時
　
間
　
九
時
三
〇
分
～

場
　
所
　
戸
沢
村
中
央
公
民
館

　
今
年
は
、
お
は
な
し
会
、
家
庭
教
育

講
演
会
「
読
育
」（
大
人
対
象
）
と
、「
お

に
ぎ
ら
ず
」
を
作
ろ
う
！
「
食
育
」（
子

ど
も
対
象
）
を
同
時
開
催
！
講
師
の
先

生
を
迎
え
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
企
画
し

て
い
ま
す
。
講
演
会
講
師
に
は
、
山
形

県
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
し
て
、

桃
太
郎
研
究
家
の
本
間
俊
美
先
生
を
お

迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
皆
様

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
！

　『
心
躍
る
！
冒
険
・
旅
に
出
た
く
な
る

本
～
読
む
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
本
～
』

　
受
賞
作
品
は
、
全
部
で
三
十
作
品
！

展
示
期
間
は
一
月
十
二
日
ま
で
。
三
か

月
か
け
て
十
冊
づ
つ
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

書　
　
名

著
者
名

1

県
庁
お
も
て
な
し
課

有
川　
浩

2

下
駄
の
上
の
卵

井
上
ひ
さ
し

3

精
霊
の
守
り
人

上
橋
菜
穂
子

4

十
二
国
記

小
野
不
由
美

5

夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

恩
田　
陸

6

魔
女
の
宅
急
便

角
野
栄
子

7

深
夜
特
急

沢
木
耕
太
郎

8

死
ぬ
ま
で
に
行
き
た

い
世
界
の
絶
景

詩
歩

9

バ
ム
と
ケ
ロ
の
そ
ら

の
た
び

島
田　
ゆ
か

10

旅
屋
お
か
え
り

原
田　
マ
ハ

　次
回
は
十
一
月
六
日
（
月
）

午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
図
書
室
が

開
い
て
い
ま
す
。

『
山
形
県
図
書
館
大
賞
二
〇

一
七
』
受
賞
作
品
紹
介

vol.54

図
書
室
イ
ベ
ン
ト

「
ぶ
っ
く
ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
」
開
催

十
一
月
は

　
戸
沢
村
読
書
月
間
で
す

く
れ
よ
ん
の
日

　

10
月
14
日
（
土
）、
第
59
回
名
取
市
市
長

杯
柔
道
大
会
が
名
取
市
で
開
催
さ
れ
、
戸
沢

村
か
ら
は
、
戸
沢
柔
友
会
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
選
手
が
入
賞
を
果
た
し
、
戸
沢
小

学
校
2
年
の
安
食
慈
月
さ
ん
は
「
普
段
練
習

し
て
い
る
背
負
投
げ
が
う
ま
く
か
か
っ
た
。

も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。

低
学
年
女
子
の
部
　
優
　
勝
　
安
食
慈
月
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
長
澤
乃
々
華
さ
ん

中
学
年
の
部
　
　
　
優
　
勝
　
森
　
　
零
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
中
鉢
逢
瑠
さ
ん

高
学
年
の
部
　
　
　
第
3
位
　
三
浦
哲
也
さ
ん

中
学
生
男
子
軽
量
級
　
優
　
勝
　
岸
　
健
太
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
第
3
位
　
八
鍬
　
光
さ
ん

　
　
　
　
重
量
級
　
優
　
勝
　
長
澤
龍
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
第
3
位
　
中
鉢
　
伶
さ
ん

女
子
の
部
　
　
　
　
優
　
勝
　
大
山
　
茜
さ
ん

　

10
月
23
日
（
月
）、
小
学
生
を
対
象
に
さ

わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
教
室
『
マ
ラ
ソ
ン
教
室
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
参
加
者
25
名
）
講

師
は
、山
形
県
縦
断
駅
伝
選
手
『
後
藤
祐
一
』

さ
ん
。「
冬
場
の
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
は
基
礎

的
な
体
作
り
が
必
要
で
す
。
ほ
か
の
地
区
の

選
手
よ
り
も
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
雪
で
外
で
走
れ
な
い
分
、
中
で
コ
ツ

コ
ツ
体
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
」
と
マ
ラ
ソ

ン
に
適
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
腕
立
て

の
メ
ゾ
ッ
ト
な
ど
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 さ

わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
！

戸
沢
柔
友
会
が
躍
動
！
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分
が
感
じ
た
驚
き
と
感
動
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

実
際
の
場
所
に
出
か
け
て
、
本
物
を
見
て
、

そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
く
こ
と

で
、
子
ど
も
達
は
、
実
感
を
伴
っ
た
「
自
分

た
ち
の
戸
沢
」
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
中
学

三
年
生
に
な
る
と
、戸
沢
の
子
ど
も
達
は
「
村

へ
の
提
言
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
小
学
校
一

年
生
の
村
探
検
は
、
そ
の
一
歩
目
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
は
各
学
年
で
校
外
学
習
に
出
か
け

ま
す
。
行
き
先
は
新
庄
市
、
庄
内
方
面
、
山

形
方
面
な
ど
で
す
。
一
年
生
は
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
戸
沢
村
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、

村
探
検
に
出
か
け
ま
し
た
。「
角
川
の
大
杉
」

「
芳
賀
さ
ん
の
牧
場
」「
高
麗
館
」「
荒
木
さ
ん

の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
」
を
見
学
し
ま
し
た
。　

　
「
大
杉
の
年
齢
や
幹
ま
わ
り
の
長
さ
」「
牛

の
世
話
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
」「
高
麗
館
が
で

き
た
き
っ
か
け
や
建
物
の
説
明
」「
お
い
し
い

ト
マ
ト
を
作
る
工
夫
」
な
ど
、
そ
の
も
の
や

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
か
ら
話
を
聞
い

た
り
、
自
分
か
ら
質
問
し
て
確
か
め
た
り
す

る
活
動
を
し
ま
し
た
。

　
「
大
杉
が
千
二
百
歳
な
ん
て
驚
い
た
」「
牛

に
は
胃
が
四
つ
も
あ
る
と
初
め
て
知
っ
た
」

「
高
麗
館
に
は
韓
国
の
も
の
が
売
ら
れ
て
い
ま

し
た
」「
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
作
る
た
め
の
ミ

ツ
バ
チ
の
力
が
す
ご
い
」
な
ど
、一
人
一
人
自

単
元
名
：
「
む
ら
た
ん
け
ん
」

　

標
高
１
，
９
８
４
ｍ
、
国
内
で
見
て
も

月
山
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
山
で
は
な
い
が
、

積
雪
量
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

　

冬
に
大
陸
か
ら
吹
き
付
け
る
冷
た
く
乾

燥
し
た
北
西
の
季
節
風
は
、
日
本
海
を
北

上
す
る
暖
流
の
対
馬
海
流
か
ら
多
量
の
水

蒸
気
を
受
け
取
る
。

　

た
っ
ぷ
り
水
分
を
含
ん
だ
空
気
は
風
に

乗
り
、
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
上
昇
し
て
雪

雲
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
冬
の
日
本
海
側

に
大
雪
が
降
る
。

　

冬
季
に
風
下
と
な
る
東
斜
面
の
凹
地
に

雪
が
吹
き
だ
ま
り
、
夏
ま
で
解
け
ず
に
残

る
。
雪
田
の
周
囲
で
は
、
雪
ど
け
と
共
に

芽
吹
く
高
山
植
物
が
段
階
的
に
花
を
咲
か

せ
る
。

　

噴
火
や
地
す
べ
り
な
ど
、
月
山
周
辺
の

地
形
を
成
り
立
ち
か
ら
知
り
、
気
候
や
生

態
系
、
歴
史
、
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ

り
を
考
え
る
場
所
で
す
。「
月
山
の
お
そ

れ
と
め
ぐ
み
」
の
中
で
、
自
然
と
と
も
に

生
き
る
こ
と
の
本
当
の
意
味
を
伝
え
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す

※
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
ジ
オ
（
地
球
）
に

関
わ
る
地
層
、
地
形
、
火
山
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
遺
産
を
含
む
公
園
の
こ

と
で
す
。

※
本
エ
リ
ア
は
、
月
山
を
取
り
囲
む
鶴
岡

市
の
一
部
（
旧
朝
日
村
、
旧
羽
黒
町
、

旧
櫛
引
町
の
部
分
）
及
び
庄
内
町
、
西

川
町
、
戸
沢
村
、
大
蔵
村
の
全
域

　

　
　
　
　

 ▲

総
務
課
に
お
い
て
、
ジ
オ
パ
ー

　
　
　
　
　

 

ク
パ
ン
フ
あ
り
ま
す
！
お
声
掛

　
　
　
　
　

 

け
く
だ
さ
い
。

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

　
戸
沢
小
中
学
校
で
は
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
域
の
方
を
先
生
に
ふ
る
さ
と
学
習
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
は
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
に
あ
る
共
育

活
動
団
体
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
に
直
接
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
第
三
回
目
は
、
一
年
生
の
学
習
の
様
子
で
す
。 最

前
線
Vol.3

共
育

月
山
が
も
た
ら
す
雪
の
世
界

荒木さんのトマトハウス

長倉の大杉

雪
、す
べ
て
を
無
に 

［
凄
ま
じ
い
雪
］
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地域おこし協力隊奮闘記 Vol.23

　地域おこし協力隊とは、「地方で人口減少や高齢化が進み人材不足が叫ばれる中で、地方での生活を望む
都市部の人たちがそこに移り住み、地域の活性化のために、まちおこしの一員となって活動する」。そんな
人たちのことを指します。戸沢村でも、３名の「地域おこし協力隊」が村おこしのために活動しています。
　広報とざわでは、３名の活動の様子を紹介します。

■
今
月
の
鈴
木
英
策
隊
員

　
　
月
は
私
の
住
む
角

　
　
　

川
の
お
寺
広
際
院

に
て
慶
弔
會
と
い
う
大
き

な
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

住
職
の
代
が
変
わ
る
時
に

の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
、

地
域
の
人
で
も
め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

貴
重
な
体
験
で
す
。
都
会
に
い
て
は
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
お
寺
で
し
た
が
、
地
域
に
と

っ
て
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ

る
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

■
今
月
の
鶴
川
幸
代
隊
員寒　

い
時
期
こ
そ
、
体

　
　
を
動
か
し
て
ポ
カ

ポ
カ
♪
ダ
ン
ス
を
か
じ
っ

た
事
の
あ
る
マ
マ
た
ち
が

中
心
と
な
り
、「
戸
沢
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
は
い
っ
と
～
！
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
子

供
か
ら
大
人
ま
で
、
年
代
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
楽

し
く
踊
れ
る
よ
う
創
作
し
て
く
れ
て
い
ま
す
！
ま

た
、
と
ざ
わ
芸
文
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
戸
沢
学
園
の
文
化
祭
で
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
作

品
発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
約
半
年
、
み
ん
な
頑
張

っ
て
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
！

　

稲
刈
り
も
大
詰
め
の
時
期
で
す
が
、
名
高
地
区

で
も
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
山
形
市
で

稲
刈
り
に
参
加
。
2
日
間
か
け
て
手
刈
り
し
た
貴

重
な
藁
は
、
戸
沢
村
に
持
ち
帰
り
、
あ
る
企
画
を

し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
鶴
川
慶
三
隊
員ぽ　

ん
ぽ
館
の
砂
風
呂

　
　
の
ベ
ン
チ
が
老
朽

化
し
て
グ
ラ
つ
い
て
い
た

の
で
新
し
く
作
り
変
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
同
じ
も
の
を
作
っ
た
の

で
は
大
し
た
ネ
タ
に
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
、

今
回
は
塩
ビ
パ
イ
プ
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

ま
と
も
な
も
の
が
で
き
る
か
ち
ょ
っ
と
不
安
で

し
た
が
、
結
構
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
3
人
で
座
っ
て
も
大
丈
夫
そ
う
で

す
。
組
み
合
わ
せ
次
第
で
色
々
な
も
の
が
作
れ
そ

う
で
す
。

　

塩
ビ
パ
イ
プ
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。
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　平成29年９月に、角川地区の「国保発祥の地記念碑」への案内碑が新しく
なりました。

国保発祥の地記念碑

　角川地区において、全国に先駆けて国民健康保険が創設されたことを
記念して、昭和33年に建てられた記念碑。

「国保発祥の地記念碑」への案内碑が新しくなりました

施 設 名 戸 沢 村 立 戸 沢 保 育 所

定 員								
０歳児（生後８ヶ月から）　　　定員５名
１歳児から５歳児まで　　　　 定員　各30名		
１歳児　30名　　２歳児　30名　　３歳児　15名×２クラス　　４歳児　30名　　５歳児　30名

入 所 要 件 戸沢村に住所を有し、平成24年4月2日から平成30年4月1日までに生まれた方（予定含む）
０歳児については、生後８ヶ月以降の入所となります。

入 所 受 付
時 間 及 び
場 所

平成29年12月15日（金）
場所　新戸沢保育所
午前９時～午前11時30分まで　　　　　午後１時30分～午後４時まで

•保育所に入所を希望される方は、上記日程で申込書を提出ください。
　その際は、お子さまの同席をお願いします。
•通常保育時間外保育を希望する場合は、併せて申込書を提出ください。

保育料及び
使 用 料

•戸沢村保育所費用徴収規則基づき、前年度分の村民税及び前年分の所得税の課税状況に基づき、
前年度分の村民税及び前年分の所得税の課税状況により設定されます（副食費等を含む）。

•なお、同一世帯から２人以上入所される場合、減額制度があります。
•保育料の納付については、原則口座振替をお願いしております。

保 育 内 容

•通常保育時間：午前８時30分～午後４時
•通常保育時間外：午前７時30分～午前8時30分、午後４時～ 6時30分
•バス送迎：無料。３歳未満児及び時間外保育は保護者による送迎となります。
•給食の実施
•保育指導は、年間保育指導計画書に基づき実施します。

◎新保育所入所者向け説明会
　平成29年11月21日（水）18時30分から　場所　中央公民館３階大会議室
◎入所申込書及び添付書類
◇入所申込書・・・保育所説明会時に配布。各保育所及び健康福祉課福祉係で配布
◇添付書類
　①居宅内外で労働することを常態としているとき
　　・会社、官公庁等に就労している場合・・・・・・・・・・・・在職及び給与証明書（様式有り）
　　・自営業、内職等の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・本人の申立書（様式有り）
　②妊娠中であるか又は出産後間がない場合・・・・・・・・・・・母子手帳の写し
　③疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若しくは身体に障害を有しているとき、
　　また同居の親族を常時介護している場合・・・・・・・・・・・医師の診断書又は療育・身体障害者手帳の写し
　④震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている場合・・罹災証明書または本人の申立書

問合せ先　　健康福祉課　福祉係　電話 72−2364　内線 147

平成30年度戸沢村立戸沢保育所募集要項

健康福祉課からのお知らせ
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♡子育てをするママ同士の交流の場と、産後のからだ作りをかねて、3B体操を開催します。ママはもちろん、
ご家族の方もぜひご参加ください♡
日　時　平成29年11月8日（水）　10時30分～ 11時30分（受付10時～）
場　所　戸沢村保健センター２階
講　師　髙橋　真由美　氏（3B体操インストラクター）
参加費　500円（１家族）
内　容　３Ｂ体操（ママ向けのストレッチや簡単な体操など）
対　象　子育て中の家族（どなたでも構いません）
持ち物　バスタオル１枚、飲み物、運動のできる服装
※当日は会場に保健師もいますので、育児の相談や赤ちゃんの身体測定もできます。

担当　健康福祉課健康推進係　☎72-2364（内線145）

✿3Ｂ体操教室のお知らせ✿

　10月からインフルエンザの予防接種が始まりました。戸沢村では下記の対象者に助成をしています。
◎生後6か月～ 13歳未満
　助成金額　１回目：2,000円、２回目：1,500円　※３回目以降は助成なし
◎13歳～ 15歳、65歳以上
　助成金額　１回目：2,000円　※２回目以降は助成なし
流行する前にお早目に接種していただくことをおすすめします。
問合せ先　健康福祉課健康推進係　☎72-2364（内線146）

　廃校となった学校の備品等について、資産の有効活用や処分コスト縮減を図るため、地域住民の皆様向けに
公売を開催いたします。
公売内容　旧戸沢小学校の備品（厨房用品、食器、家具等）　
公売日時　平成29年11月18日（土）　９時～ 12時　　　　　
公売会場　旧戸沢小学校ランチルーム
公売形式　入札形式
参加方法　希望する物品について入札し、最も高い金額で入札した方が落札者となります
入札結果　開札後、物品毎に落札者へ通知します
　　　　　落札価格及び代金支払方法、物品受渡しについて連絡します

　戸沢小・中学校グラウンド整備工事に伴い伐採した伐採木について、資源の有効活用や処分コスト縮減を図
るため、地域住民の皆様へ無償で提供いたします。
伐採木の種類等　桜（木口150ｍｍ以上）　※２ｍの定尺に切断してあります
提供場所　戸沢村南部地区地域振興センター（旧角川小・中学校敷地内）
申込方法　平成29年11月6日（月）～ 15日（水）までお申し込みください
　　　　　申込用紙は、村ホームページからダウンロードまたは、戸沢村教育委員会にて準備しております

健康福祉課からのお知らせ

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

インフルエンザ予防接種はお早目に！

廃校施設備品公売会のご案内

伐採木の無償提供のご案内

問合せ先　共育課学校教育係　☎72-3242　FAX 72-2307



　最上広域市町村圏事務組合議会10月定例会で、平成28年度決算が承認されました。一般会計歳入総額33億
674万円（前年度比１億5,617万円の増）、同歳出総額31億5,541万円（前年度比9,212万円の増）となっています。
　広域交流センター「ゆめりあ」の管理運営費は、前年度比1,118万円の減で、7,830万円です。インフォメ
ーションホールに設置したマルチディスプレイでは、最上８市町村の様々な情報を発信しています。衛生費は、
前年度比7,053万円増の12億6,326万円です。エコプラザもがみでは、２号炉燃焼用空気予熱器・排ガス減温
用空気加熱器更新工事を行い、処理能力が大きく改善され、施設の延命化も図られました。リサイクルプラザ
もがみでは、最終処分場盛土堤等工事を行い、計画的な最終処分場の管理を行っています。また、ゴミの再資
源化にも力を入れています。
　最上広域市町村圏事務組合は、最上８市町村の皆さんの生活に密着した消防、ごみ・し尿処理などの業務を
効率的に進めることを目的として設立された団体であり、今後の安全で安心して暮らせる地域づくりを目指し、
事務事業の円滑な推進と経費の削減に努めていきます。

総務費2億7,984万円（9％）

衛生費12億6,326万円（40％）衛生費12億6,326万円（40％）消防費11億4,517万円（36％）消防費11億4,517万円（36％）

公債費3億7,908万円（12％）

議会費・教育費8,806万円（3％）

分担金28億6,178万円（86％）分担金28億6,178万円（86％）
財産収入396万円（0％）財産収入396万円（0％）
寄附金10万円（0％）寄附金10万円（0％）

国庫支出金
49万円（0％）

諸収入2,864万円（1％）

組合債1億9,760万円（6％）組合債1億9,760万円（6％）

分 担 金 の 内 訳

一般会計歳入　33億674万円 一般会計歳出　31億5,541万円

●一般会計の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
区　　　　　　　　分

繰越金8,728万円（3％）

交付税措置分

新 庄 市
金 山 町
最 上 町
舟 形 町
真室川町
大 蔵 村
鮭 川 村
戸 沢 村

（単位：万円）

120,00080,000 100,00040,000 60,00020,0000

県支出金7万円（0％）県支出金7万円（0％）

平成28年度最上広域市町村圏事務組合　決算概要

22,506（7.9%）
18,777（6.5%）
16,446（5.7%）
13,401（4.7%）

30,917（10.8%）
18,559（6.5%）

32,632（11.4%）
21,961（7.7%） 110,979（38.8%）

広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費
エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費
リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費
もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費
消防・救急業務運営費
教育研究センター管理運営費
公債費（借入金返済）

28年度決算 対前年増減
7,830 △ 1,118
75,348 △ 2,310
20,660 686
29,654 8,506
114,518 20,188
8,697 △ 902
37,908 △ 6,715

使用料及び手数料
1億2,113万円（4％）

繰入金569万円（0％）
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　今回、「イライラとの上手な付き合い方～大事な人との関係をよりよくするために」という講座を戸沢村で
実施します。日常生活を送る中でイライラする感情があるかと思います。そんな自分の感情とうまく付き合う
ためのアドバイスを聞いてみませんか？皆さんの参加をお待ちしております。
日　時　平成29年11月26日（日）9：30 ～ 11：30
場　所　戸沢村中央公民館　３階大会議室
講　師　塩野　貴美（コーチング・メンタルヘルス研修Present Time代表）
定　員　50名程度　※参加される方は事前に申し込みください
申込・問合せ先　戸沢村中央公民館　☎72-2304

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

最上地区男女共同参画地域講座を実施します！
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　「
山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　出
張
相
談
会
」

　
○
日
時　
11
月
10
日
（
金
）
13
時
～

○
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄
2
階

○
内
容　
求
職
者
の
生
活
等
の
悩
み
相
談

○
問
合
せ
先　
山
形
県
求
職
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
８
０
０�

８
０
０�

７
８
６
７

※
予
約
不
要
で
す
。

　「
最
上
川
・
赤
川
直
轄
改
修
着
手

１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
○
日
時　
11
月
10
日
（
金
）
13
時
～

○
場
所　
酒
田
市
民
会
館

○
内
容　
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
展
等

○
問
合
せ
先　
酒
田
河
川
国
道
事
務
所

調
査
第
一
課　

　
　
　

☎
０
２
３
４�

２
７�

３
４
７
１

　「
歴
史
文
化
ゾ
ー
ン
を
巡
る
講
演
会
」

　
○
日
時　
11
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

○
場
所　
遊
学
館
3
階

○
定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切　
11
月
9
日
（
木
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
生
涯
学

習
文
化
財
団　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
５�

６
４
１
１

　「
山
形
県
外
国
観
光
客
接
遇
研
修
」

　
○
日
時　
11
月
12
・
19
・
26
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
（
各
回
１
２
０
分
）

○
場
所　
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ

○
参
加
費　
無
料

○
定
員　
30
名

○
申
込
先　
事
前
申
込

（https://goo.gl/8N
SvZm

）

　「
過
労
死
等
防
止
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
○
日
時　
11
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～

○
場
所　
遊
学
館　

山
形
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

○
定
員　
80
名

○
問
合
せ
先　
山
形
労
働
局
労
働
基
準

部

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
４�

８
２
２
２

　「
ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
」

　
○
日
時　
11
月
18
日
（
土
）
10
時
～

○
場
所　
ゆ
め
り
あ
大
廊
下

○
出
店
料　
５
０
０
円

○
出
店
者　
先
着
10
店

○
申
込
日
時　
11
月
1
日
（
水
）
よ
り

受
付

○
問
合
せ
先　
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ

ー　

ゆ
め
り
あ

　
　
　
　

☎
２
８�

８
８
８
８

　「
国
際
理
解
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム2017

」

　
○
日
時　
11
月
18
日
（
土
）
10
時
～

○
場
所　
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル

○
内
容　
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

○
参
加
料　
無
料

○
申
込
締
切　
11
月
14
日
（
火
）

○
問
合
せ
先　
公
益
財
団
法
人
山
形
県

国
際
交
流
協
会　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
４
７�

２
５
６
０

　「
鶴
岡
高
等
養
護
学
校
　
学
校
祭
」

　
○
日
時　
11
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

9
時
10
分
～

○
場
所　
鶴
岡
高
等
養
護
学
校

○
内
容　
学
年
劇
、
職
業
科
バ
ザ
ー
等

○
問
合
せ
先　
鶴
岡
高
等
養
護
学
校

　
　
　

☎
０
２
３
５�

２
２�

０
５
８
１

※
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　「
生
産
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」

　
○
日
時　
11
月
27
日（
月
）、28
日（
火
）

　
　
　
　

9
時
15
分
～

○
場
所　
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開

発
専
門
校

○
申
込
締
切　
11
月
13
日
（
月
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
立
山
形

職
業
能
力
開
発
専
門
校

　
　
　

☎
０
２
３�

６
４
４�

９
２
２
７

　「
第
2
回
地
域
議
員
協
議
会
」

　
○
日
時　
11
月
29
日
（
水
）
15
時
～

○
場
所　
最
上
総
合
支
庁
講
堂

○
内
容　
地
方
選
出
議
員
に
よ
る
地
域

の
課
題
等
の
審
議

○
問
合
せ
先　
山
形
県
議
会
事
務
局
議

事
調
査
課

　
　
　

☎
０
２
３�

６
３
０�

２
８
４
１

　「
初
冬
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

　
○
日
時　
11
月
29
日
（
水
）
～
12
月
1

日
（
金
）　

18
時
30
分
～

○
場
所　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

○
申
込
日
時　
11
月
22
日
（
水
）
よ
り

受
付

○
申
込
・
問
合
せ
先　
最
上
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合　

　
　
　
　

☎
３
２�

１
８
８
８

　「
第
8
回
最
上
伝
承
野
菜
フ
ェ
ア
」

　
○
日
時　
11
月
8
日
（
水
）
～
1
月
8

日
（
月
）

○
場
所　
最
上
管
内
の
飲
食
店
や
旅
館
、

産
直
施
設
等

○
内
容　
最
上
伝
承
野
菜
を
使
用
し
た

料
理
や
お
菓
子
等
の
販
売

○
問
合
せ
先　
最
上
総
合
支
庁
農
業
振

興
課

　
　
　
　

☎
２
９�

１
３
１
６
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一
気
に
秋
ら
し
い
気
候

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

体
調
を
崩
し
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
今
月
の
戸
沢
村
の
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え

ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
女

性
消
防
隊
の
全
国
操
法
大

会
準
優
勝
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
日
頃
か
ら
女
性

消
防
隊
の
皆
さ
ん
が
、
一

生
懸
命
訓
練
に
励
ん
で
い

る
姿
を
目
に
し
て
い
た
の

で
、
準
優
勝
と
聞
い
た
時

に
は
な
ん
だ
か
私
ま
で
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
戸

沢
村
女
性
消
防
隊
の
皆
さ

ん
、
こ
の
度
は
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
の
時
期
は
ち

ょ
う
ど
紅
葉
が
き
れ
い
な

時
期
に
な
り
ま
す
。
最
上

峡
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
、

最
上
川
舟
下
り
を
楽
し
ん

で
み
て
は
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
67

採用種目 募集資格 受付期間 試験日

自衛官候補生 18歳以上、27歳未満 11月11日〜１月19日まで 平成30年１月28日（日）

自 衛 官 等 募 集

　（一財）山形県交通安全協会の顧問弁護士が交通事
故に関することだけではなく、色々な法律相談を交
通安全協会の会員の皆様に無料で行います。（ただし、
法律相談から調停や訴訟事件などに発展した場合の費
用は相談者の負担となります）
最上地区交通安全協会事務局　☎0233-23-4693

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対
象とした公的な融資制度です。お子さま１人につき
350万円以内を、固定金利（年1.81％（平成29年９月
20日現在））で利用でき、在学期間内は利息のみのご
返済とすることができます。
教育ローンコールセンター　☎0570-008656

　平成29年10月１日「山形県がん総合相
談支援センター」を（公財）やまがた健康
推進機構の県内５箇所の検診センターに

『がん相談窓口』を開設しました。
○がん検診に関する情報
○病気や治療に関する情報
○仕事と治療の両立　など
どなたでもお気軽にご相談ください。
問合せ先
　がん相談窓口　☎0800-800-8230

　自動車事故の被害にあわれ、示談をめぐ
る損害賠償の問題でお困りの方へ、弁護士
が「中立・公正」な立場で、当事者間の紛
争解決のお手伝いをします。
交通事故紛争処理センター　
　☎022-263-7231

「無料法律相談」を開始しました 「国の教育ローン」のご案内

ひとりで悩まず　まず相談！

交通事故の損害賠償問題で

お困りの方

健康カレンダー（11月）

日程 内容 場所 時間

1日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

7日 母親教室・母子手帳交付 保健センター 13：30～

9日 健康相談・結果報告会
蔵岡公民館 9：30～

上野公民館 13：30～

10日

3, 4 ヶ月児健診
　平成29年7・8月生

保健センター 13：00～
9, 10 ヶ月児健診
　平成29年1・2月生

15日

人間ドック 最上検診センター 7：00～

健康相談・結果報告会
上松坂公民館 9：30～

下松坂公民館 13：30～

22日 総合健診 保健センター 7：00～

29日

1歳児歯科健診
　平成28年8 ～ 10月生

保健センター 13：00～

2歳児歯科健診
　平成27年8 ～ 10月生

フッ素塗布（無料）
　平成27年11月
　　　～平成28年1月生
　平成28年5 ～ 7月生



　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほしいと
の願いを込めて、戸沢村の満一歳になる子どもさんを紹介します。
　今月は、10月に満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前　②地区名　③ご両親からお子様
へのメッセージ）

編集・発行̶
広報とざわNO.552
発行日　平成29年11月１日
編集・発行　戸沢村総務課
山形県最上郡戸沢村大字古口270
ＴＥＬ 0233-72-2111
ＦＡＸ 0233-72-2116
ＵＲＬ http://www.vill.tozawa.yamagata.jp/
（パソコン及び携帯共通）
E-mail：tozawa@vill.tozawa.yamagata.jp

村の人口と世帯
（9月末現在） 4,736人（＋3人）〈男2,281人（＋4人）、女2,455人（ー1人）〉1,624世帯（＋1世帯）※（  ）内の数値は、8月末との比較

①海藤　　潤さん

　　　　佳奈さん

②名高

③よく食べ、よく寝て、よく笑い、姉妹

　仲良く育ってね(^ｖ^)-☆

 岸 　武志くん 海藤　 空 ちゃん

満一歳児（10月生まれ）満一歳児（10月生まれ）

たけし そら

①岸　　琢磨さん

　　　佳奈子さん

②向名高

③優しい心と笑顔を忘れず、生涯幸せで

　ありますように。

10月25日

生まれ

10月3日

生まれ

表紙のことば
　表紙は、戸沢村女性消
防隊です。早朝や夕方な
どの空き時間に多くの訓
練を重ね、掴み取った準
優勝。女性消防隊のみな
さん、本当におめでとうご
ざいます。
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